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　八幡高原は，現在は山県郡北広島町の一部であるが，平成 17（2005）年 2 月 1 日の千代田町など


































































































と西八幡村の宅地と畑を除く丈量地，約 1,100 町歩のうち，草山が約 6 割，薪山が約 4 割であった。
また，明治 44（1911）年に八幡村内の大字と部落が所有していた山林をすべて八幡村の村有として
整理したときの記録では，村有山林総面積約 1,100 町歩のうち，約 600 町歩が耕地の面積に応じて配
当される草山とされている。そのことから，当時も，草山は村有山林の少なくとも過半を占めてい
たことになる。あるいは，大正 5（1916）年にまとめられた八幡村有林の施業案説明書では，全体






































































論文中「明治～昭和 30 年代頃の景観」の図のもとになったと考えられる地形図（昭和 10〈1935〉年
7 月 30 日発行）の測量年は昭和 7（1932）年であるが，それは明治 32（1899）年測図の地形図の修
正版である。また，「芸北地方（三段峡及びその周辺）植生の研究」所収の植生図のもとになった地
形図（昭和 26〈1951〉年 7 月 30 日発行）の測量年は昭和 24（1949）年であるが，それは高橋氏が




























































































































































表 4 ～ 5 でも同様）。











•	かつて馬は普通の農家で 1 ～ 2 頭，大きい農家では 3 ～ 4 頭飼われていた 。砂鉄や米を運ぶための駄馬であったので，すべてウナミ（め
す馬）で，体格も小さく，たけは 4 尺～ 4 尺 5 寸ぐらいであった。
•	農家で飼う牛は，牛耕に使われる役牛で，たいていの家で 1 頭は飼育している。これらの牛は，みんなコットイ（雄牛）であったので，牛
はすべてばくろうがよそからひいて来るベコ（子牛）を買う。在来の牛には，黒，あるいはスダレアカ（虎のような模様）が多く，朝鮮牛は
明治 44 ～ 45（1911 ～ 1912）年に入った。




•	牛馬の飼料のうち，大きな比重をしめたものは，しば草で，夏は青草を，冬はほし草を与えた。年間，1 頭の牛を養うのに普通 100 駄（1
駄が 6 わ = 120 束 =30 貫）のしば草を要した。牛馬の飼料ばかりでなく，水田にいれるダヤゴエをつくるためにもしば草が刈られた。田
1 反あたり牛馬に踏ませたしば草を 500 貫も入れたので，1 戸の農家が刈るしば草の量はばくだいなものであった。
•	男たちは，田植じまいの休みがあけると，朝早くから夕方まで馬をひいて山に行き，しば草を，昼までに 1 駄，昼から1 駄刈って帰った。
秋の収穫までの男の仕事といえば，かつてはほとんど，このしば草刈りであったそうである。
•	夏の青草は，家の回りや田のあぜ，腰林や野山の間で自由に刈られたが，干し草山は，野山・草山の中に家々の刈場を定めていた。上樽
床では猫又山と長谷山を，下樽床では聖山と高嶽を1 戸につき 8 町歩ぐらいわりつけた。
•	干し草は，カヤやハギであったが，よい草がたつように毎年雪が消えると村じゅう総出で，火入れをして山を焼いた。山は下から焼くと広






くでき木が立つようになった。また聖山 45 町歩の原野を牧野に供し，田代部落などから借用した45 町歩とあわせて，春 5月1日～ 7月15日，






•	ソバは今日八幡で 4 町 6 反ほど作付されているが，かつては，粉食用として山を焼いてずいぶん作った。反収は 9 斗に達したが，特に樽








•	樽床の人が木炭を焼いたのは，明治 33（1900）年がはじめで，それも松原の人が半分，後藤吾妻氏など部落の人が 3 人で半分出資して山
を買い，ヤマコを雇って焼かせたものである。
•	八幡で木炭をどんどん焼くようになったのは，大正の終りからで，今日，八幡全体で 155 名が製炭に従事し，年 44,000 俵（1 俵は 4 貫）
の産額をあげ，製炭による収入は農家経済の重要な地位をしめて来ている。しかしながら，村内の私有林の炭木は，今ほとんどきりつくし，










賃かせぎができたのであって，ヒトマル（4 わ 100 束，目方にして 70 ～ 80 貫）のげたを負うて， 1 わ 2 分 5 厘の賃をえた。運ぶばかりか
部落の家々でもげたをひき業者に売った。この仕事は日露戦争ごろまで続いたというが，この村でゲタヒキが停止された時期は，ちょうど
玖村のげたの製造が雑木げたからきりげたに転じた時期と一致している。





























タラの芽，ボカ（コシアブラ）の芽，サンショウの実，ナバ（コノハカヅキ = ナラタケ，シイタケ，ヒメジ = シメジ，コウタケ）なども採集されたが， 
これらは少量でごちそうに使われる程度であった。
•	リョウボ（リョウブ）の採集時期は，5月25日ごろか ら6月3日ごろまでである。田植のしたくをしておいて山に入り，木をしなわせたり枝をきっ






















































業が行なわれ，永年牧草地が昭和 35（1960）年には 3.3 ha であったものが，昭和 45（1970）年に



















ことを確認するために，平成 27（2015）年 11 月 16 日，八幡高原の「芸北 高原の自然館」に隣接
した「かりお茶屋」で，地元の古老から，独自にお話をうかがうことができた。
　お話をお聞きした方々は，河野直氏（昭和 9〈1934〉年生まれ，樽床出身），後藤斉氏（昭和 11
































•	牛を1 頭飼っていたら，少なくても干し草が 800 束から1,000 束なければ冬は越せない。牛がそれをみな食べるわけではなく，牛が敷く草
もいる。
































































積むにも，2 人で担いで積んでいた。その一つの重さは 60 キロくらいあったのではないかと思う。その炭も黒炭。民間の人が焼いていた炭
は，こもで包んで，４貫（15 キロ）くらいの重さだった。
•	中ノ甲はずいぶん遠かったが，その一帯で炭焼きをしていた。そこは大きな木があるところで，手で割れないのでダイナマイトで割ったりも




























































































•	それは戦後間もない頃で，わしらが中学校のとき。昭和 25 年頃から始まったと思う。24 年か 25 年か，その頃。それから間もなくダムが
できることになった。



























　写真 8，写真 9 は，高度経済成長期前に米軍により撮
影された空中写真である。

























　なお，写真 10 は，写真 9 と同じ場所の近年の様子である。Google Earth によるもので，画像の
59
［高度経済成長期を画期とした西中国山地の植生景観変化とその背景について］……小椋純一





































































原の景観を広く見ることができる。写真 11 ～ 13 は，
平成 26（2014）年 11 月に撮影したものであるが，そ
こには高木の樹木が全く，あるいはほとんど見られ






に撮影された空中写真と近年の空中写真を比べてみてもわかる。写真 14 は， 昭和 23（1948）年 4 月
7 日に米軍により撮影された秋吉台付近の空中写真である。一方，写真 15 は，写真 14 とほぼ同じ












































明治 12 年（1879） 秋吉台山大理石鉱・赤村銅鉱借区開坑【山口
県文化史年表】
明治 18 年（1885） 広島野戦砲兵隊秋吉台を実弾演習に使用。
明治 24 年（1891） 特例として秋吉台林野の下戻を許可。
明治 29 年（1896） 山口歩兵連隊の一部秋吉台で演習。
明治 30 年（1897） 秋吉台に山口歩兵 42 連隊の演習場設置【演習
場小誌】
明治 31 年（1898） 山口歩兵 42 連隊成立，この年より秋吉台を演
習場に使用し，太平洋戦争の終末におよぶ。
明治 32 年（1899） 国有森林下戻法制定。




大正 3 年（1914） 7 月 15 日，陸軍第五師団，秋吉台大田演習場
で特命検閲野外演習実施，日射病で死者八名
【防長新聞】
大正 11 年（1922） 3 月 3 日，景清穴，国天然記念物指定【山口県
文化財概要】










大正 14 年（1925） 小沢儀明博士，秋吉台逆転構造説発表。
昭和元年（1926） 東宮殿下滝穴に行啓，のち入江侍従長より秋
芳洞と命名。
昭和 3 年（1928） 地獄台天然記念物に指定。
昭和 4 年（1929） 2 月 25 日，防長自動車株式会社，小郡 - 秋芳
洞間を四往復に増便【防長交通六十年史】
昭和 10 年（1935） 秋吉村設観光事務所開設。
昭和 20 年（1945） 10 月，農村中堅者養成のため秋吉台軍用地に
農事講習所を設置【山口近代農学発達史年報】
昭和 21 年（1946） 11 月 8 日，山口 - 吉則（現在の美祢）間，階
徳  - 秋芳洞間を開業【国鉄中国自動車三十年史】












昭和 25 年（1950） 秋吉台毎日新聞社主催の「観光百選」に入選。
昭和 26 年（1951） この年秋吉台八景を選んだ。
昭和 27 年（1952） 秋芳洞特別天然記念物に指定。
昭和 29 年（1954） 国鉄バス秋吉台登山の運転開始。























昭和 34 年（1959） 5 月 10 日，大正洞 - 絵堂間のバス開通【町制
二十年のあゆみ】
秋吉台科学博物館開館。
昭和 36 年（1961） 10 月 19 日，秋吉台，国天然記念物指定。 秋吉台天然記念物に指定。
昭和 37 年（1962） 5 月 18 日，台山放牧場完成，入牧開始【町広報】 秋芳洞琴ヵ淵の潜水調査。岩永旦の山地開拓，
石棺群発見。








昭和 40 年（1965） 3 月 28 日，防府 - 秋芳洞観光特急バス日祝運




昭和 42 年（1967） 常陸宮殿下秋芳洞に行啓。
昭和 43 年（1968） 5 月，山口県育成牧場秋吉台団地の放牧開始【町
広報】
昭和 44 年（1969） 秋芳町自然保護協会結成。
昭和 45 年（1970） 10 月 5 日，秋吉台有料道路開通【町広報】












昭和 51 年（1976） 自然休養村整備事業着手。




昭和 53 年（1978） 秋芳洞バスターミナル増設。
昭和 54 年（1979） 秋芳洞貸切バス駐車場開設。自然休養村管理
センター落成。第 1 回秋芳町観光花火まつり。
昭和 55 年（1980） 自然休養村整備事業完了。








































































牛が 2 頭，多い時は 3 頭も 4 頭もいた。私の家に牛がいたのは昭和 30 年代初期頃までで，近







ふつう自家用であった。私の家のドリーネ畑の面積は，3 畝か 4 畝くらいだったが，ドリーネ









写真の裏（葉書の表）には昭和 11 年 10 月 31 日の
日付が入ったスタンプが押してある
写真 18　森林化が進む秋吉台のドリーネ






















草刈り場で，夜が白 と々明けると，雲海が広く見えて綺麗だった。家に帰ったのは 8 時か 8 時半で，その間飲まず食わず。そのため，朝仕


























































































































ので石灰分は全くない。石灰分の多い水のところでは，瞬間湯沸かし器が 5 ～ 6 年ほどしか持たないこともあり，持ってもせいぜい 10 年ほ


































平成 27（2015）年 11 月30日，ご自宅にて













は 24 軒で参加していたが，今は 17 軒で参加し，7 軒は空き家。参加者は，高齢化が進み，70
代の人も 3 人くらいいる。山焼き関係の作業には，1 軒から 1 人，全部で 17 人が出ている。
　昔は草原がもっと広く，かつての草原の端にあった火道が今は 150m くらい前に出ている。昭




















草を刈って，乾かして，それを一鞍（ひとくら），すなわち片方に 3 把ずつ，全部で 6 把を馬の
背に付けて持って帰った。1 把は，1 束の干し草の重さで 30 キロから 35 キロくらい。刈るの
はその倍の 60 キロくらい刈らないと 30 キロ取れない。一日 6 把刈ってきた分は，牛馬一日分
の餌としては十分あり，残りは秋以降に使う干し草として貯め，牛馬の飼料とした。盆までに
刈って干し草としたものは，稲藁とともに 10 月から 4 月頃までの牛馬の飼料となった。
　草刈り場の草丈は短く，30 ～ 50㎝くらい。草は集めて，わら縄かクズの蔓で固く縛って束




















































•	山焼き関係の作業には，昔は 24 軒で参加していたが，今は 17 軒で参加し，7 軒は空き家。参加者は，おそらく 49 歳のうちの子が
一番若くて，高齢の人は 70 代。72 か 73 歳の方が 3 人くらいいる。山焼き関係の作業には，1 軒から 1 人，全部で 17 人が出ている。









































•	昔は，山から木材を運搬するのに，このあたりでも 3 人か 4 人くらい馬だけを飼って生業としていた人もいた。うちの納屋を昭和
42 年に建てた時も，木材を馬で出してもらった。馬は，運送用の強い馬。ノルマン系と言うのか，背中や尻の丸くなった感じの北


























•	昭和 20 年代などに草を刈っていた頃，夏に冬用の干し草を刈るときには，朝 4 時頃から行って刈っていた。そして，その刈った草
は，午前 9 時頃までに刈ったところに広げた。そうして乾燥させて，午後 3 時頃からまた上がって取りに行った。その間，暑いので，




全部で 6 把を馬の背に付けて持って帰った。1 把は，1 束の干し草の重さで 30 キロから 35 キロくらい。刈るのはその倍の 60 キロく
らい刈らないと 30 キロ採れない。草丈は短く，30 ～ 50㎝くらい。草は集めて，わら縄か蔓で固く縛って束ねた。蔓はクズの蔓を使っ











刈って干し草としたものは，稲藁とともに 10 月から 4 月頃までの牛馬の飼料となった。
•	私が牛馬の代わりに機械を入れたのは，昭和 40 年頃。ただ，それからしばらくは牛を飼っていた。




















•	ドリーネ耕作は，昭和 27 ～ 28 年頃まではよくやっていたが，昭和 30 年代にはほとんどしなくなった。私が親父と最後に行ったのが，
確か昭和 31 年だった。よそのドリーネも，昭和 30 年代にはやっているところもあったが，40 年代に入るとほとんどなくなった。
•	ドリーネの農地面積は，私が若竹山の下の船窪というところで作っていたのが，1 反 3 畝（13 アール）くらい。東西 20m，南北






















































•	落ち葉は，昭和 36 年から 40 年代前半までタバコを作っていたときには，少し採って使っていたこともあったが，その時以外はそれ
を採りに行くことはなかった。
•	養蚕は祖父がやっていた。祖父は昭和 19 年に亡くなったので，その 4 ～ 5 年くらい前，私が 4 歳か 5 歳の頃，なんとか物心ついた
ころまでやっていて，桑畑が 10 アールほどあった。この家は昭和 52 年に建て替えたが，前の家には蚕を飼うところもあった。道具
はまだあると思う。
•	昔は，主に夏から秋に米を作り，冬から春に麦を作っていて，麦の収穫は 5 月だった。その後田植えで，田んぼの仕事は今より 1 か
月遅かった。遅い人は，6 月下旬から 7 月上旬頃に田植えをしていた。昭和 44 年頃までは，だいたい 6 月だった。苗は，結構大き






































































































































































































が明治 28 年式図式で，また「木都賀」が明治 33 年式図
式により作成されている。













































































（67）　　事例 No.57 山口県美祢市秋吉台 ─環境省
www.env.go.jp/nature/satoyama/satonavi/initiative/




（2017 年 1 月 20 日受付，2017 年 7 月 31 日審査終了）
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Vegetation Landscape Changes and Their Backgrounds in the West 
Chugoku Mountains Region since the Rapid Economic Growth Period 
as the Turning Point : Cases of Yawata Highland, Northwest Hiroshima 
Prefecture and Akiyoshidai, Yamaguchi Prefecture
OGURA Jun’ichi
Vegetation landscape changes since the rapid economic growth period and their backgrounds of 
two areas in the west Chugoku Mountains Region in Japan were studied based on literatures, photos, 
interviews of elders and old maps. One of the studied area is Yawata Highland which is located in the 
northwest of Hiroshima Prefecture, the other is Akiyoshidai, a famous limestone area which is located 
in Yamaguchi Prefecture. Results are as follows.
In the Yawata Highland, grassland is now rarely seen except for a ski resort etc., however before the 
rapid economic growth period, grassland was commonly seen there as it was used for grazing cattle and 
horses etc. Most of the grassland transformed into forests, and most trees of forests have become high 
and much bigger due to the changes in fuels etc. after the rapid economic growth period; big trees were 
not commonly seen before the period. The grassland was more wider in the area until the Taisho era 
or the very beginning of the Showa era, which go back some decades; the grassland area was at least 
nearly equal to that of forests or it might exceed the forest area in those days. One of the backgrounds 
of the change was the thriving of charcoal making from the end of Taisho period, and another one of the 
backgrounds was the large decrease of the number of cattle and horses kept in the area; the main uses 
of the land changed greatly from keeping cattle and horses and gathering grass for fodder and fertilizer 
to making forests to secure wood for charcoal.
Meanwhile, in Akiyoshidai, grassland is still widely seen. This is because the area is designated as 
a quasi-national park etc., and it is important to keep the landscape of grassland to maintain the value 
as a tourist spot. However, the area of grassland in Akiyoshidai has been also decreasing and that of 
forests has been increasing after the rapid economic growth period, although the speed is rather slow. 
Moreover, large changes in quality have been observed in the grassland; the plant community has been 
changed and some species are rare now. Furthermore, forests surrounding the grassland also have 
been changed greatly; the rate of tree species has been changed greatly and most trees have grown 
bigger. Such changes are due to the great changes of people’s engagement in the grassland and its 
surrounding forests.
Key words: vegetation landscape changes, rapid economic growth period, west Chugoku Mountains 
Region, Yawata Highland, Akiyoshidai
